
『
菅
家
文
草
』
注
釈
稿
（
二
）

佐

藤

信

一

　

〔
一
番
詩
補
足
〕
前
稿
の
脱
稿
の
後
、
菅
見
に
入
っ
た
も
の
と
し
て
藤

原
克
己
氏
「
比
喩
と
理
知
～
菅
原
道
真
の
詩
～
」
（
1
）
が
あ
る
。
氏
は
そ

こ
で
一
番
詩
及
び
、
こ
れ
か
ら
見
て
行
く
二
番
詩
の
検
討
を
行
な
っ
て
い

る
。
一
番
詩
に
関
し
て
は
、
「
古
今
集
歌
と
き
わ
め
て
親
縁
な
も
の
」
が
感

じ
ら
れ
る
と
し
た
上
で
、
前
回
も
問
題
に
し
た
『
古
今
集
」
秋
下
「
久
方

の

雲
の
上
に
て
見
る
菊
は
天
つ
星
と
そ
あ
や
ま
た
れ
け
る
」
の
作
者
藤
原

敏
行
が
道
真
や
忠
臣
と
実
際
に
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
氏
は
、

そ
の
論
の
性
格
が
注
釈
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
親
交
を
具
体
的
に
は
あ
げ

て

い
な

い
。
そ
こ
で
実
例
を
挙
げ
て
お
く
と
、
菅
原
道
真
で
は
『
菅
家
文

草
』
巻
二
「
右
親
衛
平
將
軍
、
率
二
厩
亭
諸
僕
一
、
奉
二
賀
相
國
五
十
年
一
。

宴
座
後
屏
風
固
詩
五
首
。
井
レ
序
」
の
序
の
自
註
に
、
右
親
衛
平
將
軍
、
平

正
範
の

言
葉
を
引
用
し
て
「
汝
作
レ
詩
、
藤
將
軍
書
レ
之
、
巨
金
岡
蜜
レ
之
、

予
願
足
　
」
と
あ
る
「
藤
將
軍
」
が
藤
原
敏
行
の
こ
と
。
同
じ
く
巻
五
「
右

金
吾
源
亜
將
屏
風
給
詩
記
序
」
に
こ
れ
も
右
金
吾
源
亜
將
、
源
当
時
の
言

葉
に
現
れ
た
「
本
文
者
紀
侍
郎
之
所
二
抄
出
一
、
新
様
者
巨
大
夫
之
所
二
書

圖
一
、
書
先
周
二
藤
右
軍
一
、
詩
則
汝
之
任
也
」
の
「
藤
右
軍
」
も
敏
行
を
指

す
。
ま
た
島
田
忠
臣
で
も
、
『
田
氏
家
集
』
の
中
に
収
め
る
詩
、
「
見
三
藤
右

軍
新
書
二
大
相
府
屏
風
一
因
・
有
・
寄
呈
」
の
藤
右
軍
も
、
敏
行
を
官
職
で
呼

ん
だ

も
の
だ
が
、
こ
こ
で
も
「
大
相
府
屏
風
」
の
書
き
手
と
し
て
登
場
し

て

い

る
。
そ
こ
で
は
敏
行
の
書
蹟
は
「
玉
蒙
半
行
封
二
萬
戸
一
、
銀
釣
一
字

値
千
金
」
と
、
絶
賛
さ
れ
て
い
る
。
敏
行
と
は
、
道
真
や
忠
臣
に
と
っ
て

近
し
い
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
こ
か
ら
見
ら
れ
る
限
り
、
書
家
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
敏
行
が
、

和
歌
の
表
現
に
道
真
の
詩
の
叙
述
を
摂
取
し
た
こ
と
と
些
か
も
矛
盾
し
な

い
。
こ
こ
で
は
道
真
を
中
心
と
す
る
表
現
共
同
体
と
で
も
言
う
べ
き
も
の

が
看
取
さ
れ
よ
う
。

（
1
）
藤
原
克
己
氏
「
比
喩
と
理
知
～
菅
原
道
真
の
詩
～
」
『
講
座
　
平
安

文
学
論
究
第
九
輯

〈
漢
詩
文

と
平
安
文
学
〉
』
（
平
成
五
・
一
〇
、
風
間
書

房
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
前
回
に

続
い
て
『
菅
家
文
草
』
の
注
釈
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
凡
例

等
は
前
稿
に
則
る
が
、
今
回
ま
た
新
た
に
い
く
つ
か
の
諸
本
を
調
査
す
る

機
会
を
得
た
。
ま
ず
そ
の
書
誌
を
述
べ
よ
う
。

⑬
多
和
文
庫
A
本

和
綴
じ
の

写
本
、
三
冊
。
紙
は
楮
紙
。
厚
手
の
灰
青
色
の
表
紙
。
縦
二
七
・

二
糎
、
横
二
〇
・
三
糎
。
配
架
番
号
二
四
～
二
。
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第
一
冊
、
外
題
「
菅
家
文
草
」
と
添
付
す
る
も
左
半
分
が
欠
損
。
「
（
こ
）

の
ふ
み
た
み
の
ふ
ぐ
ら
に
を
さ
む
」
の
朱
印
。
第
一
丁
に
「
香
木
舎
文
庫
」

の

朱
印
。
筆
跡
の
違
い
か
ら
複
数
の
筆
録
者
に
よ
る
本
と
見
ら
れ
る
。
一

〇
七
丁
。
裏
表
紙
に
「
菅
家
文
草
第
四
／
無
席
／
仁
和
二
年
正
月
十
六
日

任
讃
岐
守
／
寛
平
六
年
不
交
替
入
京
」
と
注
記
す
。
巻
一
か
ら
巻
四
を
収

め
る
。

第
二
冊
、
外
題
「
菅
家
文
草
　
地
」
と
添
付
。
外
題
に
「
こ
の
ふ
み
た
み

の

ふ
ぐ
ら
に
を
さ
む
」
の
朱
印
。
°
第
一
丁
に
「
香
木
舎
文
庫
」
の
朱
印
。

「文
粋
一
」
「
扶
十
三
」
と
い
っ
た
朱
、
ま
た
は
墨
書
の
頭
注
を
見
る
。
「
顕

揚
大
戒
命
序
」
の
途
中
「
先
師
傳
教
和
尚
最
澄
者
」
か
ら
朱
筆
に
よ
る
末

梢
、
及
び
句
点
の
付
与
が
な
さ
れ
て
い
る
。
九
一
丁
。
裏
表
紙
に
「
寛
平

十
年
四
月
廿
日
」
と
注
記
。
複
数
の
筆
録
者
に
よ
る
も
の
。
巻
五
か
ら
巻

八
。　
第
三
冊
、
外
題
「
菅
家
文
草
　
人
」
と
添
付
。
外
題
、
第
一
丁
の
朱
印

は
第
二
冊
と
同
様
。
一
部
紙
を
添
付
し
て
同
筆
に
て
修
正
。
第
二
冊
と
同

じ
く
出
典
を
表
す
頭
注
、
及
び
そ
れ
ら
と
の
校
異
を
示
す
注
、
ま
た
「
爲

源
大
夫
閣
下
先
批
伴
氏
周
忌
法
會
願
文
」
の
途
中
「
…
同
作
遺
孤
」
の
後

に

朱
に
よ
る
句
点
、
抹
消
、
注
釈
を
付
す
。
そ
れ
と
「
爲
大
枝
豊
琴
真
琴

等
先
批
周
忌
法
會
願
文
」
の
「
半
偏
之
文
」
の
後
に
も
朱
に
よ
る
句
点
、

抹
消
、
注
釈
を
見
る
。
ま
た
こ
の
願
文
に
は
ご
く
一
部
「
仰
願
開
示
悟
人
」

に

送
り
仮
名
を
見
る
。
「
其
人
亡
孝
周
忌
法
會
文
」
に
も
、
冒
頭
近
く
で
は

あ
る
が
、
途
中
か
ら
「
頽
齢
有
意
終
」
の
後
に
朱
に
よ
る
句
点
。
「
爲
温
明

殿
女
御
奉
賀
尚
侍
殿
下
六
十
算
賀
功
徳
願
文
」
に
も
「
蘭
芽
自
播
」
以
下

に

朱
筆
の
句
点
。
「
奉
太
上
皇
勅
於
清
和
院
法
會
願
文
」
は
最
初
か
ら
朱
点

に

よ
っ
て
句
を
切
る
。
そ
の
次
の
「
吉
祥
院
法
華
會
願
文
」
は
朱
に
よ
る

句
点
と
と
も
に
朱
筆
の
抹
消
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
途
中
の
「
更
無
所
管
」

の
後
に

う
つ
朱
点
ま
で
で
あ
る
。
ま
た
「
奉
大
皇
大
后
令
旨
、
奉
爲
太
上

天
皇
御
周
忌
法
會
願
文
」
に
は
墨
筆
の
返
り
点
、
送
り
仮
名
等
の
符
号
が

見

ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
爲
左
兵
衛
少
志
坂
上
有
職
、
先
考
周
忌
、
供
養
一

切
経
法
會
願
文
」
に
も
朱
筆
に
よ
る
見
せ
消
ち
、
句
点
等
。
「
爲
源
中
納
言

家
室
藤
原
氏
奉
爲
所
天
太
相
國
修
善
功
徳
願
文
」
に
は
全
部
朱
に
よ
る
句

点
。
「
爲
清
和
女
御
源
氏
外
祖
母
多
治
氏
七
々
日
追
福
願
文
」
に
も
朱
に
よ

る
訂
正
・
句
点
が
あ
る
。
一
〇
三
丁
。
遊
紙
三
丁
。
奥
附
は
見
ら
れ
な
い
。

⑭
多
和
文
庫
B
本

和
綴
じ
の
刊
本
。
一
三
冊
（
『
菅
家
後
集
」
一
巻
を
含
む
）
。
紙
は
楮
紙
。

藍
色
の

表
紙
。
外
題
を
添
付
す
る
。
九
行
一
八
字
詰
。
縦
二
六
・
二
糎
。

横
一
七
・
二
糎
。
配
架
番
号
三
五
～
九
。
第
一
丁
に
各
冊
と
も
共
通
の
「
山

臥
」
「
納
謙
」
の
朱
印
。
虫
損
せ
る
も
あ
る
が
、
各
冊
に
共
通
し
て
、
表
紙

に

朱
印
「
こ
の
ふ
み
た
み
の
ふ
ぐ
ら
に
を
さ
む
」
が
押
さ
れ
て
い
る
。

第
一
冊
、
二
六
丁
、
巻
一
。
外
題
は
剥
が
れ
て
い
る
。
第
二
冊
、
三
二
丁
、

巻
二
。
外
題
「
政
菅
家
文
草
…
」
。
第
三
冊
、
一
八
丁
、
巻
三
。
外
題
「
政

菅
家
文
草
　
三
」
。
第
四
冊
、
前
に
遊
紙
一
丁
、
二
八
丁
、
巻
四
。
外
題
「
政

菅
家
文
草
　
四
」
。
第
五
冊
、
後
に
遊
紙
一
丁
、
三
〇
丁
、
巻
五
。
外
題
、

剥
が
れ
落
ち
て
、
「
五
」
を
残
す
の
み
。
第
六
冊
、
前
後
に
遊
紙
一
丁
ず

つ
、
＝
一
丁
、
巻
六
。
第
七
冊
、
前
に
遊
紙
一
丁
、
二
五
丁
。
虫
損
甚
大
。

外
題

「
…
菅
家
文
草
　
七
」
。
第
八
冊
、
前
後
に
遊
紙
一
丁
ず
つ
、
二
〇

丁
、
巻
八
。
外
題
「
政
菅
家
文
草
　
八
」
。
第
九
冊
、
前
に
遊
紙
一
丁
、
二

四
丁
、
巻
九
。
外
題
「
政
菅
家
文
草
　
九
」
。
第
一
〇
冊
、
前
に
遊
紙
一

丁
、
二
一
丁
、
巻
十
。
外
題
「
政
菅
家
文
草
　
十
」
、
第
一
一
冊
、
前
に
遊

紙
一
丁
、
二
七
丁
、
巻
十
一
。
外
題
「
政
菅
家
文
草
十
一
」
。
第
＝
一

一 2一



冊
、
前
に
遊
紙
一
丁
、
二
七
丁
、
巻
十
二
。
第
二
七
丁
め
に
「
保
安
五
年

閏
二
月
廿
三
日
書
之
散
位
藤
」
に
始
ま
る
奥
書
が
見
ら
れ
る
。
他
の
刊
本

の
奥
書
と
の
異
同
と
し
て
は
「
菅
相
公
御
集
一
巻
第
廿
（
他
の
刊
本
で
は

「十
」
に
作
る
）
巻
」
が
指
摘
で
き
る
。
祓
は
四
丁
。
寛
文
刊
本
、
元
禄

刊
本
と
共
通
す
る
も
の
。
第
＝
二
冊
、
二
七
丁
。
外
題
「
菅
家
後
艸

全
」
。
大
き
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
青
灰
色
の
表
紙
。
『
菅
家
後
集
」
に
相
当

す
る
も
の
。
た
だ
し
、
字
配
り
、
頁
の
体
裁
の
相
違
、
第
一
丁
に
共
通
の

「山
臥
」
「
納
謙
」
の
朱
印
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
別

本
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
縦
二
五
・
六
糎
、
横
一
七
・
二
糎
。
刊
記
に

は
「
貞
享
四
肝
歳
、
正
月
吉
辰
」
と
あ
り
、
発
行
書
隷
と
し
て
「
須
原
屋

茂
兵
衛
、
山
城
屋
佐
兵
衛
、
須
原
屋
新
兵
衛
、
岡
田
屋
嘉
七
、
和
泉
屋
吉

兵
衛
、
須
原
屋
伊
人
、
出
雲
寺
萬
治
郎
、
紙
屋
徳
八
、
以
上
江
戸
の
書
隷
、

菱
屋
藤
兵
衛
、
以
上
、
尾
張
、
河
内
屋
源
兵
衛
、
以
上
、
大
坂
」
と
注
記

し
て
い
る
。

　
今
回
新
た
に
多
和
文
庫
蔵
の
二
本
を
校
異
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
些
か
煩
項
で
は
あ
る
が
、
略
号
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

【略
号
】

〈
内
A
＞
…
内
閣
文
庫
A
本
（
底
本
）

〈
内
B
＞
…
内
閣
文
庫
B
本

〈
尊
A
＞
…
尊
経
閣
文
庫
A
本

〈
尊
B
＞
…
尊
経
閣
文
庫
B
本

〈
尊

C
＞
…
尊
経
閣
文
庫
C
本

〈
尊

D
＞
…
尊
経
閣
文
庫
D
本

〈
東
A
＞
…
東
大
所
蔵
A
本

〈
東
B
＞
…
東
大
所
蔵
B
本

〈
京

A
＞
…
京
大
所
蔵
A
本

く
京
B
V
…
京
大
所
蔵
B
本

〈
別
雷
〉
…
賀
茂
別
雷
神
社
蔵
本

〈
陽
明
〉
…
陽
明
文
庫
本

〈
多
A
＞
…
多
和
文
庫
A
本

〈
多
B
＞
…
多
和
文
庫
B
本

【本
文
】

2
＊
上
欄
外
に
朱
筆
で
　
　
　
　
　
　
と
注
記
す
。
＊
「
虚
」
…
底
本
欠
字
。

今

〈
東
A
＞
〈
東
B
＞
〈
京
B
＞
〈
多
B
＞
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

【校
異
】

干
時
年
十
有
四

…
天
安
二
年
干
時
年
十
有
四
く
東
A
V
〈
東
B
＞
〈
京
A
＞

〈
京
B
＞
〈
別
雷
〉
〈
陽
明
〉
〈
多
A
＞
〈
多
B
＞
年
…
羊
〈
内
B
＞
迫
…
廻

〈
尊
A
＞
、
廻
〈
尊
D
＞
蓋
…
書
く
尊
A
V
〈
尊
B
＞
〈
尊
D
＞
幾
庭
…
欠
字

く
内
B
V
庭
…
欠
字
〈
内
A
＞
〈
尊
A
＞
〈
尊
B
＞
〈
尊
C
＞
〈
尊
D
＞
〈
京
A
＞

〈
別
雷
〉
花
…
欠
字
〈
内
B
＞
、
華
〈
京
A
＞
〈
陽
明
〉
過
…
過
（
異
体
字

注
記
あ
り
）
〈
別
雷
〉
年
…
羊
〈
内
B
＞

臓
月
猫
興
（
干
レ
時
年
十
有
四
）

玄
冬
律
迫
正
堪
レ
嵯
。

還
喜
向
レ
春
不
二
敢
除
一
。

欲
レ
蓋
寒
光
休
二
幾
＊
庭
一
。

將
レ
來
暖
氣
宿
二
誰
家
一
。

氷
封
二
水
面
一
聞
無
レ
浪
。

雪
鮎
二
林
頭
一
見
有
レ
花
。

可
レ
恨
未
・
知
二
勤
學
業
一
。

書
齋
窃
下
過
二
年
華
一
。
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【訓
読
】

2
　
臓
月
に
独
り
興
ず
（
時
に
年
十
有
四
）

　
　
玄
冬
律
迫
り
て
正
に
嵯
く
に
堪
へ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
か

　
　
還

り
て
喜
ぶ
春
に
向
ひ
て
敢
へ
て
除
な
ら
ざ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
ば
く

　
　
尽
き
な
ん
と
欲
す
る
寒
光
は
幾
処
か
休
ま
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
れ

　
　
将
に
来
た
ら
ん
と
す
る
暖
氣
に
誰
家
か
宿
ら
ん

　
　
氷

は
水
面
を
封
じ
て
聞
く
に
浪
無
し

　
　
雪
は
林
頭
に
点
じ
て
見
る
に
花
有
り

　
　
恨
む
べ
し
未
だ
勤
学
の
業
を
知
ら
ず
し
て

　
　
書
斎
の
窓
の
下
に
年
華
を
過
ご
す
こ
と
を

【注
釈
】

◇
膿
月
…
陰
暦
十
二
月
の
異
名
。
「
臓
」
は
獣
を
猟
し
て
先
祖
を
祭
る
陰
暦

十
二
月
の
祭
。
『
史
記
』
の
「
秦
紀
」
に
「
恵
文
君
十
二
年
、
初
腹
」
と
あ

る
の
が
そ
れ
。
『
史
記
正
義
」
に
「
臓
、
十
二
月
膿
日
也
、
秦
恵
文
王
始
敷

中
国
爲
之
故
云
、
初
臓
。
膿
禽
獣
、
以
歳
終
祭
先
祖
因
立
此
日
也
」
と
す

る
。
◇
玄
冬
…
冬
。
五
行
説
に
基
づ
い
た
表
現
。
「
文
撰
」
に
も
収
め
る
揚
雄
「
羽

狼
賦
」
に
「
玄
冬
季
月
、
天
地
隆
烈
」
（
李
善
注
「
北
方
水
色
黒
、
故
日
二

玄
冬
一
」
）
の
例
が
あ
る
。

◇
律
…
『
詳
文
須
知
』
に
「
イ
ツ
モ
同
ジ
通
ニ
ユ
ク
」
と
注
す
る
。
ほ
ど
、

割
り
合
い
。
白
居
易
「
送
二
毛
仙
翁
一
江
州
司
馬
時
作
」
の
一
九
・
二
〇

句
に

「貌
随
二
歳
律
一
換
、
神
逐
二
光
陰
一
遷
」
と
あ
る
。

◇
嵯
…
『
操
触
字
訣
』
に
「
嵯
ハ
嵯
歎
也
杏
也
、
一
日
痛
也
惜
也
、
言
不
レ

足
二
以
蓋
▽
意
、
故
登
二
此
聲
一
以
自
佐
也
ト
、
嘆
ヨ
リ
ハ
又
カ
ロ
シ
」
と
あ

る
よ
う
に
、
言
葉
を
も
っ
て
は
語
り
尽
く
せ
な
い
嘆
き
を
象
る
。

◇
向
春
…
春
に
対
す
る
。
向
き
合
う
。
「
向
」
は
「
詩
語
解
」
に
「
廣
韻
、

向
封
也
、
韻
會
趣
也
（
中
略
）
詩
語
多
用
レ
之
」
と
す
る
。

◇
除
…
遙
か
、
遠
い
。
「
稗
文
笙
蹄
」
に
「
除
、
遙
遠
ノ
義
二
用
ユ
」
と
あ

る
。◇
寒
光
…
冬
日
の
光
。
飽
照
「
代
二
白
綜
一
舞
歌
辞
四
首
（
三
）
」
三
．
四
句

「寒
光
薫
條
候
巌
急
、
荊
王
流
レ
歎
楚
妃
泣
」
。

◇
幾
庭
…
「
い
く
ば
く
」
と
訓
む
。
い
か
ほ
ど
、
ど
れ
く
ら
い
、
の
意
。

杜
甫
「
吹
笛
」
頷
聯
三
・
四
句
に
「
風
瓢
律
呂
相
和
切
、
月
傍
關
山
幾
庭

明
」
。
◇
暖
氣
…
暖
か
さ
。
暖
か
な
気
候
。
張
華
「
雑
詩
」
九
・
一
〇
句
に
「
重
レ

会
無
二
暖
氣
一
、
挾
レ
績
如
二
懐
泳
こ
と
あ
る
。

◇
誰
家
…
第
一
義
は
「
誰
の
家
」
と
い
う
こ
と
（
劉
希
夷
「
代
二
白
頭
悲
翁
こ

「
洛
陽
城
東
桃
李
花
、
飛
來
飛
去
落
二
誰
家
こ
）
で
、
こ
ち
ら
で
も
解
釈
は

可
能
。
だ
が
、
「
幾
庭
」
と
対
句
に
な
る
関
係
か
ら
、
第
二
義
の
「
だ

れ
」
、
「
家
」
は
添
辞
、
と
見
る
方
を
採
る
（
白
居
易
「
績
古
・
一
」
九
・

一
〇
句
「
誰
家
無
二
夫
婦
一
、
何
人
不
レ
離
レ
析
」
）
。
な
お
藤
原
氏
の
指
摘
に

あ
る
「
和
漢
朗
詠
集
」
巻
上
「
鴬
」
所
引
「
曉
賦
」
に
「
誰
家
碧
樹
、
鴬

蹄
而
羅
幕
猶
垂
、
幾
庭
華
堂
、
夢
登
而
珠
簾
未
レ
巻
」
と
言
う
の
は
「
幾
庭
」

と
番
え
ら
れ
た
例
。
な
お
「
和
漢
朗
詠
集
」
に
は
も
う
一
例
、
同
じ
く
巻

上
の

「柳
」
に
白
居
易
「
天
宮
閣
早
春
」
か
ら
「
林
鴬
何
庭
吟
箏
柱
、
培

柳
誰
家
曝
麹
塵
」
を
載
せ
る
。
こ
れ
は
「
何
虚
」
と
対
に
な
る
例
。

◇
水
面
…
水
の
お
も
て
、
表
面
。
み
の
も
。
杜
甫
「
濠
破
行
」
一
九
・
二

〇
句
「
船
舷
瞑
憂
二
雲
際
寺
一
、
水
面
月
出
二
藍
田
關
こ
。

◇
林
頭
…
林
の
ほ
と
り
。
「
稗
文
須
知
」
「
頭
」
の
条
に
「
ポ
ト
リ
」
と
し

て

「
ト
リ
ツ
キ
ノ
所
ヲ
云
」
と
あ
る
。
白
居
易
「
喜
二
山
石
榴
花
開
こ
に
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首
聯
、
初
・
二
句
「
忠
州
州
裏
今
日
花
、
盧
山
山
頭
去
年
樹
」
と
あ
る
の

は
、
「
山
頭
」
の
例
。
な
お
こ
の
聯
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
「
氷
」
に
も
採
ら

れ
て

い
る
。

◇
學
業
…
学
び
の
業
。
学
問
。
「
後
漢
書
』
「
誰
玄
傳
」
に
「
述
二
之
世
一

時
、
兵
文
累
レ
年
、
莫
・
能
レ
修
二
尚
學
業
一
、
玄
猫
訓
二
諸
子
一
勤
二
習
経
書
」

と
あ
る
。

◇
書
齋
…
書
物
を
読
む
た
め
の
部
屋
。
杜
甫
「
和
三
江
陵
宋
大
少
府
暮
春
雨

後
同
二
諸
公
及
舎
弟
宴
書
齋
一
」
の
頷
聯
三
・
四
句
「
才
子
得
二
神
秀
一
、
書

齋
聞
二
爾
爲
一
」
。
ま
た
道
真
の
作
と
し
て
書
齋
を
扱
っ
た
も
の
に
文
章
で

は
あ
る
が
、
巻
七
「
書
齋
記
」
が
あ
る
。

◇
窃
下
…
窓
の
下
。
『
後
漢
書
』
「
何
進
博
」
に
「
尚
書
盧
植
執
レ
文
、
於
二

閣
道
窟
下
一
、
仰
数
二
葭
珪
一
」
。

◇
年
華
…
年
月
。
月
日
。
前
代
の
用
例
だ
が
『
経
国
集
』
巻
一
所
載
の
嵯

峨
天
皇
「
重
陽
節
神
泉
苑
賦
二
秋
可
一
レ
哀
」
の
「
年
華
荏
再
行
將
レ
閑
、
物

候
嵯
陀
已
廻
薄
」
が
参
考
に
な
ろ
う
。

【平
灰
】

（便
宜
的
に

平
声

を
○
、
灰
声
を
●
、
韻
字
を
◎
で
示
し
た
の
は
前
稿
と

同
様
）

○
　
○
　
●
　
●
　
●
　
○
　
◎

●●○○●○

●●○○●●

●○●●○●

○○●●○○

●●○●○●

●●OOO●
●◎●◎●◎

O
　
O
　
O
　
●
　
●
　
○
　
◎

平
起
り
。
七
言
律
詩
と
し
て
は
正
格
で
あ
る
。
韻
字
、
「
嵯
」
「
除
」
「
家
」

「花
」
「
華
」
麻
韻
下
平
。
た
だ
し
第
三
句
第
二
字
「
毒
」
が
灰
声
で
あ
る

の

に
、
第
六
字
「
幾
」
は
平
声
で
あ
り
二
六
対
の
原
則
に
合
わ
な
い
。
音
「

韻
か

ら
見
る
と
完
成
度
が
高
い
と
言
え
る
の
か
は
疑
問
が
残
る
。

【試
訳
】

2∧
付
記
V
注
釈
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、

諾
し
て
下
さ
っ
た
内
閣
文
庫
・
尊
経
閣
文
庫
・
東
京
大
学
付
属
図
書
館
・

京
都
大
学
付
属
図
書
館
・
賀
茂
別
雷
神
社
・
陽
明
文
庫
・
多
和
文
庫
の
各

位

に
、
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
専
任
講
師
）

陰
暦
十
二
月
に
独
り
興
じ
る

冬
の
程
度
が
厳
し
く
な
り
ま
さ
し
く
嘆
く
こ
と
し
か
で
き
な
い

た
だ
か
え
っ
て
喜
ば
し
く
思
う
、
春
に
向
っ
て
は
あ
ま
り
遠
く
は
な

い

こ
と
を

尽
き
よ
う
と
し
て
い
る
冬
の
光
は
ど
れ
ほ
ど
休
む
で
あ
ろ
う
か

こ
れ
か
ら
来
よ
う
と
す
る
暖
い
気
候
に
誰
が
宿
る
で
あ
ろ
う
か

氷

は
水
の
面
を
封
じ
て
し
ま
い
聞
い
て
も
浪
の
音
は
聞
え
な
い

雪
は

林
の
ほ
と
り
に
点
々
と
し
て
見
て
み
る
と
花
が
有
る
よ
う
で
あ

る残
念
に

思

う
こ
と
は
未
だ
に
学
業
に
勤
め
る
こ
と
を
を
知
ら
な
い
の

に書
斎
の

窓
の
下
に
徒
ら
に
年
月
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
の
項
未
了
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
本
の
翻
刻
・
調
査
・
紹
介
を
快
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